　　　　　　　　五十年ぶりの再会
　　　　　　　　　　　　　　　　第２地区　秋田エリヤ　横手支部　高橋　克也
　
人生には、言葉では表しきれないほどの大きな喜びがある。 
会った瞬間息が止まる。
　五十年その歳月は、人の一生の大半にあたる。　
幼かった子どもは老年となり、若かった親は人生の終盤を迎える。　
その親子が再会するとき、両者はただ向き合って涙を流す。
親は、目の前に立つ我が子を見つめる。　
幼い頃の面影を探しながら、その顔に刻まれた人生の歴史を忍。　
会えなかった五十年の間、どんな苦労をし、どんな喜びを味わい、どんな人生を歩んできたのだろうか。
親はそのすべてを知らない。しかし、ただ生きていてくれたこと、その姿を再び見ることができたことだけで、胸がいっぱいになる。

　一方、子供もまた、親の姿を見て言葉を失う。　
記憶の中の親は若かった。　
しかし目の前にいるのは、長い年月を生き抜いてきた老人である。　
その白髪としわに、自分を思い続けてくれた歳月が刻まれているように感じる。
　
　「会いたかった。」　
その一言に、五十年分の涙が込められている。
互いに抱き合う瞬間、失われた時間は決して戻らないけれど、変わらないその愛情を感じ、確認できたことに喜びを重ねる。
　再会の喜びは、過ぎ去った年月の悲しみを包み込み、新しい希望へと変えていく。

　また、五十年ぶりに再会する兄弟姉妹の喜びも格別である。
兄や姉にとって、弟や妹は守るべき存在だった。　
幼い頃、一緒に遊び、笑い、時には喧嘩をした日々。　
その思い出は心の奥深くに眠っている。　
再会した瞬間、しわの増えた顔の中に、あの日の弟や妹の面影を見つけ、愛おしさが爆発する。
　「大きくなったな。」
本当はもう十分に年を重ねているのに、兄や姉の目には、いつまでも幼い弟妹のままなのである。

　弟や妹にとっても同じだ。
幼い頃に頼りにしていた兄や姉との再会は、失われた故郷を取り戻すような温かさをもたらす。
長い人生の中で数え切れないほどの出会いがあったとしても、血を分けた兄弟姉妹の絆は特別なものである。
再会の席で、互いの人生を語り合う。　
結婚したこと、子どもが生まれたこと、苦しかったこと、嬉しかったこと。　
語り尽くせない五十年がある。　
しかし不思議なことに、血のつながりは長い空白を一瞬で埋めてしまう。
笑いながら話していても、涙が止まらない。
それは悲しみではない。
　
　「生きていてくれてありがとう。」ただただ感謝の涙である。
　
　「喜び」とは、何かを手に入れることだけではない。　
愛する人が生きていてくれること、再びその顔を見ることができること、それこそが人生最大の喜びなのかもしれない。
　五十年ぶりの再会は、失われた時間を取り戻すことはできない。
しかし、その瞬間に流れる涙と笑顔は、五十年の空白を越えて人の心を結びつける。

親子の喜びも、兄弟姉妹の喜びも、その根底にあるのは愛である。
そして愛は、どれほど長い年月が流れても消えることはない。

再会の喜びは、そのことを静かに、そして力強く私たちに教えてくれる。
